




























































































































































































































































 図2  NaC110H一の吸収スペク
 トル。白丸が測定点。実線は,
 測定点を再現するために用い
 た,2っのLorelltz曲線。
 (a)の実線と(b〉の破線は,最小
 二乗法により求めた曲線
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OFF-CENTERPOS]TION(A)
 図3断熱ポテンシャノレ中のエネルギー準位。基底関数として,三次
 元調和振動子の第二励起状態まで取り入れ,LCAO法により
 エネルギー固有値を求めた。パラメーターα1=8.6,α2=3.5,
 x。ニ0.85Aで,実験結果を良く再現する。実験値として,ミリ
 波吸収スペクトルとSieversらnO)遠赤外分測定の結果を示
 してある。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文の主たる目的は二つある。その第一はミリ波領域における広領域の波長掃引による新
 しい分光観測の方法を開発することであ1〕,その第二は開発した技術を用いてNaCI結晶中に
 塩素イオンを置換し格子点よりずれたオフセンターの位置にある水酸基イオン(OH)の吸収
 スペクトルを観測し,OH"の重心運動の状態を解明することである。第一の目的のために,本
 研究に於ては,東北大学電気通信研究所で開発されたミリ波発振管LedatR)nを1。己1用した分光
 装置を製作した。この装置は波長を2.5mmから9mmに及ぶ極めて広範囲に亘り変1ヒさせ得るもの
 で,出力は幅2μ秒のパルス状でピーク出力が数十乃至敷戸mWである。この装置は従来の如
 何なる単一発振管よりも発振波長の範囲が広いものである。本研究では更に従来6mm以梅)短
 ミリ波域でのみ発振の得られていたLedatrO11管が波長13mmまで。.)長ミリ波域で発振可能であ
 ることを確認している。又,ミリ波の伝送にライトパイプを用いて広い波長領域の分・光観測装
 置を作製することに成功している。第二の日的のためにNaC1結晶中のOHによるミリ波吸
 収スペクトルとその温度依存性を観測し,二つの光学遷移のエネルギーと遷移双極子の大きさ
 を求めた。結果の解析に於ては,OH一に対する断熱ポテンシャノ1・の形を具体的に設定し,LCAO
 の手法により状態関数を求め,エネルギー準位の計算を行い実験との比較検討を行った。そ」)
 結果,本研究で観測されたエネルギー準位のみならず,従来他の研究者によって観測されてい
 た遠赤外吸収スペクトル,ラマン散乱スペクトル及びフォノン分光の結果をすべて統一的に理
 解し得るモデルを得ることが出来た。この解析の重要な帰結として,先ずオフセンダー位置に
 おけるOH一に対するポテンシャルは等方的なものではな・く,オフセンター位置から格子点に
 向う方向に沿っての方が,それと垂直方向に沿一)てのもの卦)数倍強く変化するものであるこ
 とが判明した。更に,垂直方向におけるポテンシャルの障壁は基底準位とほぼ同じ高さしかな
 いことが判明し,OH一の運動は純粋にトンネリングによるという従来の考えは修正を要するこ
 とが判った。このような,実験結果に基づくオフセンター不純物。)状態についての具体的な解
 析は,本研究をもって始めとする。
 以上の成果を含む本論文は固体中のオフセンター不純物状態について新しいll日見を与える0.)
 みならず,ミリ波領域の分光技術の点からも独創性を含んだものであ1),提出者が今後自立し
 て研究活動を行うのに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって須藤彰
 三提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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